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こらむ 第３話 ＜事例に見る優位性＞ 

 

 

コミュニティビジネスが、マスコミ等で頻繁に取り上げられ始めて早や 5 年以上が過ぎました。

最近では、少しブームが去ったせいか、話題性だけのコミュニティビジネスは減り、しっかり地

に足をつけたコミュニティビジネスが着実に成果を出しているように見えます。 

 そんなコミュニティビジネスの中で、“きらり”と光る２つの事例をご紹介します。 

 １ つは 、徳島県上勝町で “葉っぱ ”の販売をしている 「株式会社いろど り 」

（http://www.irodori.co.jp/index/index1.html）です。 

「株式会社いろどり」は、料理やお弁当に季節感を加える“ツマ”に着目し、インターネットを通

じて全国に販売しているコミュニティビジネスです。販売している商品は、紅葉やぶどうの葉、

南天、梅の花など、地元で取れる天然物です。平成 11 年に設立されたこの会社は、人口

2,000 人あまりの小さな高齢化が進んだ過疎の町で、70 歳代、80 歳代が中心のシニアによっ

て経営されています。しかしながら、最近では数億円の売り上げを上げているそうです。 

 もう１つは、福岡市南区で農産物の直売所を開設している「有限会社ぶどう畑」

（http://www2.ocn.ne.jp/~budo-b/）です。 

「有限会社ぶどう畑」は農家の女性5人が共同出資してスタートしたコミュニティビジネスです。

直売所では、地元で取れた新鮮で安全な農産物を販売するとともに、喫茶スペースを設けて

農家の皆さんが作ったお弁当やお惣菜も売っています。これらの販売と同時に、「食」の大切

さを伝え、農産物を媒体として都市と農村の交流を促進することを目指しています。 

 以上、簡単でしたが、それぞれの地域で頑張っている２つのコミュニティビジネスの事例を紹

介しました。 

この２つの事例には共通するものがあります。それは、「地域資源を生かした、ちょっとしたア

イデア」をビジネスにしているところです。地域の中には、それぞれ特徴のある資源があります。

それは、モノであったりヒトであったりします。このような地域特性を生かしたビジネスこそが、コ

ミュニティビジネスの優位性だと感じます。 

 

 


